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OpenOLAP Report Designerのメニュー

OpenOLAP Report Designerのメニュー

レポート
システム管理者が作成したMOLAPレポートおよびROLAPレポートを閲覧できる。レポートは効率的に検索でき
るようフォルダに格納されている。MOLAPレポートに対しては、ディメンション操作、ドリル操作、値の絞込み、色

設定を行うことができる。

レポートの管理
レポート（MOLAP、ROLAP、ポータル）の新規作成、フォルダやレポートの名称変更、移動、削除を行うことがで

きる。

　・MOLAPレポート・・・キューブからレポートを作成する
　・ROLAPレポート・・・ROLAPモデルからレポートを作成する
　・ポータルレポート・・外部のインターネットサイトやROLAレポートを複数のウィンドウに表示し、ポータル

　　　　　　　　　　　　　　サイトのようにレポートを使用する

ユーザーとグループ

OpenOLAP Report Designer、OpenOLAP Viewerを使用するユー ザーやグループを作成し、レポート参照権限
やエクスポート権限などを設定、管理することができる。

権限設定

ユーザーグループに対して、フォルダやレポートごとに参照とエクスポート可否の権限を設定することができる。
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OpenOLAP Report Designerの画面構成

ツリー画面ツリー画面 サブ画面サブ画面

ビュービュー

ツールバーツールバー

OpenOLAP Report Designerの画面構成

ツリー画面
レポートや管理メニューを選択できる。

サブ画面
レポートやレポート新規作成、フォルダ管理などの画面を表示する。

ツールバー
レポート画面で表示される。レポートに対して実行できるボタン群。

ビュー
レポートを表示する。
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ビューの構成

ページエッジ

行エッジ

列エッジ

データセル

ビューの構成

行エッジ
レポートの行データが表示されている部分。

列エッジ
レポートの列データが表示されている部分。

ページエッジ
レポートのページデータが表示されている部分。

データセル
レポートのデータが表示されている部分。

行エッジ、列エッジ、ページエッジ内に配置されているレポートの分析項目のことを「ディメンション」、ディメンショ
ンの中の値を「メンバー」、データセルに入っている数値のことを「メジャー」と呼ぶ。



OpenOLAP Report Designerトレーニングマニュアル

7

第第22章章: : レポートの作成レポートの作成
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MOLAPレポートの作成

MOLAPレポートとは

OpenOLAP Model Designerで作成したキューブを使用して作成したレポート

ディメンション操作、ドリル操作、ROLAPレポートへのドリルスルーなどができる

MOLAPレポートの作成の流れ

　1.キューブの選択

　2.レポートの設定

　3.レポート名とフォルダの指定

MOLAPレポートの作成

MOLAPレポートとは

・OpenOLAP Model Designerで作成したキューブを使用して作成したレポート

・ディメンション操作、ドリル操作、ROLAPレポートへのドリルスルーなどができる

MOLAPレポートの作成の流れ

　1.キューブを選択する

　　　［レポート作成－キューブ選択(1/3)］画面で、キューブを選択する。

　2.レポートを設定する

　　　［レポート作成－レポート設定(2/3)］画面で、行エッジ、列エッジ、ページエッジの配置、表示するディメンショ
ンのメンバー絞込み、データセルの色設定などを行う。

　3.レポート名とフォルダの指定

　　　［レポート作成－保存(3/3)]画面 で、レポート名とレポートを格納するフォルダを指定する。
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【 MOLAPレポート作成】ステップ１：キューブの選択

キューブを選択

【MOLAPレポート作成】 ステップ１：キューブの選択

レポートで表示するデータが格納されているキューブを選択する。

1. ツリー画面から［レポート管理］－［MOLAPレポート作成］を選択して［レポート作成－キューブ選択(1/3)］画
面を表示する。

2. ［キューブ］リストボックスから、レポートで使用するキューブをクリックする。
［キューブのプロパティ］ボックスに選択されたキューブの情報が表示されるので、内容を確認する。

3. ［次へ］ボタンをクリックする。
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【 MOLAPレポート作成】ステップ２：レポートの設定

エッジの入れ替え

ドリル設定

ツールボタン

【MOLAPレポート作成】ステップ２：レポートの設定

レポートのレイアウト指定（行エッジ、列エッジ、ページエッジの配置）や、値の絞込み、色の塗りつぶし指定など
を行う。

1.レポートの初期設定と違うレイアウトにするには、移動したいディメンションまたはメジャーの［移動］アイコンを
クリックして、移動させたい位置へドラッグ＆ドロップする。

2.列エッジ、行エッジのドリル状態を変更するには、［＋］アイコン、［－］アイコンをクリックして表示・非表示を切
り替える。

3.必要に応じて、セレクタで値の絞込み、データセルの色の塗りつぶし/ハイライト設定、グラフの表示などを行う
。
＊各機能の操作方法詳細については、『OpenOLAP Viewerマニュアル』『OpenOLAP Viewerトレーニングマニ
ュアル』を参照のこと。

4.[次へ］ボタンをクリックする。
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【 MOLAPレポート作成】ステップ３：レポート名・フォルダの指定

レポート名入力

格納フォルダの選択

【MOLAPレポート作成】ステップ３：レポート名・フォルダの指定

レポートの格納先フォルダとレポート名を指定する。

1. ［レポート名］ボックスにレポート名を入力する（最大桁数：30）。
＊既存レポートと名前が重複してもよい。
＊＊以下の文字列は使用できない。これ以降の入力項目も同様。
　　　　丸囲み文字（例：①など）、「<」、「>」、「&」、「‘」

2. ［保存先のフォルダ］ボックスからレポートを格納したいフォルダを選択する。

3. ［完了］ボタンをクリックする。
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演習: MOLAPレポートの作成

演習: MOLAPレポートの作成

1. ツリー画面から［レポート管理］－［MOLAPレポート新規作成］を選択して、［レポートの作成　－　キューブ選
択(1/3)］画面を開く。

2. キューブリストから“売上キューブ”を選択して、［次へ］ボタンをクリックする。

3. ディメンションのレイアウトや色の設定を上記のイメージのように変更して、［次へ］ボタンをクリックする。

4. レポート名と格納フォルダを次のように指定する。
レポート名：売上分析
格納フォルダ：レポート

5. ［完了]ボタンをクリックする。

6. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。
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ROLAPレポートの作成

ROLAPレポートとは

OpenOLAP Model Designerで作成したROLAPモデルを使用して作成したレポート

ROLAPレポートは6種類

単純表

繰り返し表

クロスタブ表

単純表・グラフ

関連図

条件設定

ROLAPレポートの作成の流れ

　1.レポート名の指定

　2.テンプレート、スタイル、論理モデルの指定

　3.表示項目と条件項目の追加、画面プロパティの設定

　4.レポートの保存

ROLAPレポートの作成

ROLAPレポートとは

OpenOLAP Model Designerで作成したROLAPモデルを使用して作成したレポート

ROLAPレポートは6種類

単純表

繰り返し表

クロスタブ表

単純表・グラフ

関連図

条件設定

ROLAPレポートの作成の流れ

　1.レポート名の指定

　　　 [ROLAPレポート作成－レポート選択(1/4)]画面で、レポート名を指定する。

　2.テンプレート、スタイル、論理モデルの指定

　　　 [ROLAPレポート作成－レポート設定(1)(2/4)]画面で、テンプレート、スタイル、論理モデルを指定する。

　3.表示項目と条件項目の追加、画面プロパティの設定

　　　 [ROLAPレポート作成－レポート設定(2)(3/4)]画面で、表示するディメンション項目の絞込みなどを行う。

　4.レポートの保存

　　　[ROLAPレポート作成－サンプル確認(4/4)]画面で、レポートを保存する。
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【ROLAPレポート作成】 ステップ１:レポート名の指定

【ROLAPレポート作成】ステップ１：レポート名の指定

新規作成するROLAPレポートのレポート名を指定する。

1.ツリー画面から［レポート管理］－［ROLAPレポート作成］を選択して [ROLAPレポート作成－レポート選択
(1/4)]画面を表示する。

2.[ROLAPレポート作成]画面-[新規モデルを作成］ラジオボタンを選択し、新規レポート名を入力する(最大文字
数：30）。

3.[次へ]ボタンをクリックする。
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【ROLAPレポート作成】

ステップ２：テンプレート、スタイル、論理モデルの指定

テンプレート、スタイル、
論理モデルを選択

【ROLAPレポート作成】ステップ２：テンプレート、スタイル、論理モデルの指定

レポートのテンプレートやスタイル、モデルを指定する。

1. [ROLAPレポート作成－レポート設定(1)(2/4)]画面下部で以下を設定する。それぞれの内容を選択すると、画

面上部でサンプルが表示される。
　　テンプレート：単純表、繰り返し表、クロスタブ表、単純表・グラフ（表とグラフを表示）、
　　　　　　　　　　関連図、条件設定（ROLAPレポート表示用の条件検索画面）から選択

　　スタイル：それぞれのテンプレートに応じたスタイル（罫線や背景色など）を選択
　　論理モデル：OpenOLAP Model DesignerのROLAPアプリケーションで作成したROLAPモデルから

　　　　　　　　　　レポートで使用するモデルを選択

2. 「次へ」ボタンをクリックする。
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【ROLAPレポート作成】

ステップ３：表示項目と条件項目の追加、画面プロパティの設定

表示項目と条件項目をドラッグ
＆ドロップ

テンプレートごとのプロパティ

【ROLAPレポート作成】ステップ３: 表示項目と条件項目の追加、画面プロパティの設定

レポートで表示する項目、条件項目を指定する。また、各テンプレートごとのプロパティを設定する。

1. [ROLAPレポート作成－レポート設定(2)(3/4)]画面下部の[使用可能項目]から抽出項目、条件項目をそれ
ぞれ[表示項目と条件項目の追加］の［表示項目の追加］、［条件項目の追加］へドラッグ＆ドロップする。画

面上部にサンプルが表示される。

2. [画面プロパティ]でプロパティを設定する。

3. [次へ]ボタンをクリックする。
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【ROLAPレポート作成】ステップ４：レポートの保存

【ROLAPレポート作成】ステップ４: レポートの保存

サンプルを確認したら、レポートを保存する。

1. [ROLAPレポート作成－サンプル確認(4/4)]画面にサンプルのレポートが表示される。

2. [OK]ボタンをクリックして、レポートを保存する。
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演習: ROLAPレポートの作成（単純表）

演習: ROLAPレポートの作成（単純表）

1. ツリー画面から［レポート管理］－［ROLAPレポート作成］を選択して、 [ROLAPレポート作成－レポート選
択(1/4)]画面を開く。

2. 以下の内容でレポートを作成する。
レポート名：売上レポート
テンプレート：単純表
スタイル：ブルー１
論理モデル：売上分析モデル
表示項目：チャネル名、製品クラス名、売上金額
条件項目：時間
セルの結合：結合する

3. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。
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演習: ROLAPレポートの作成（繰り返し表）

演習: ROLAPレポートの作成（繰り返し表）

1. ツリー画面から［レポート管理］－［ROLAPレポート作成］を選択して、 [ROLAPレポート作成－レポート選
択(1/4)]画面を開く。

2. 以下の内容でレポートを作成する。
レポート名：売上レポート（繰り返し）
テンプレート：繰り返し表
スタイル：グリーン２
論理モデル：売上分析モデル
表示項目：製品クラス名、製品ファミリー名、チャネル名、売上金額
条件項目：時間
セルの結合：結合する
ヘッダーカラム：製品クラス名

3. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。
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演習: ROLAPレポートの作成（クロスタブ表）

演習: ROLAPレポートの作成（クロスタブ表）

1. ツリー画面から［レポート管理］－［ROLAPレポート作成］を選択して、 [ROLAPレポート作成－レポート選
択(1/4)]画面を開く。

2. 以下の内容でレポートを作成する。
レポート名：売上レポート（クロスタブ）
テンプレート：クロスタブ表
スタイル：オレンジ
論理モデル：売上分析モデル
表示項目：製品クラスID、製品クラス名、製品ファミリーID、製品ファミリー名、製品ID、製品名、チャネルID
、チャネル名、売上金額
条件項目：時間
セルの結合：結合する
行ヘッダー１：ID＝製品クラスID、名前＝製品クラス名
行ヘッダー２：ID＝製品ファミリーID、名前＝製品ファミリー名
行ヘッダー３：ID＝製品ID、名前＝製品名
列ヘッダー１：ID＝チャネルID、名前＝チャネル名

メジャー：売上金額

3. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。
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演習: ROLAPレポートの作成（単純表・グラフ）

演習: ROLAPレポートの作成（単純表・グラフ）

1. ツリー画面から［レポート管理］－［ROLAPレポート作成］を選択して、 [ROLAPレポート作成－レポート選
択(1/4)]画面を開く。

2. 以下の内容でレポートを作成する。
レポート名：売上レポート（グラフ）
テンプレート：単純表・グラフ
スタイル：紫１
論理モデル：売上分析モデル
表示項目：チャネル名、製品クラス名、売上金額
条件項目：時間
グラフのY軸メンバー：チャネル名
グラフのX軸数値項目：売上金額

3. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。
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演習: ROLAPレポートの作成（関連図）

演習: ROLAPレポートの作成（関連図）

1. ツリー画面から［レポート管理］－［ROLAPレポート作成］を選択して、 [ROLAPレポート作成－レポート選
択(1/4)]画面を開く。

2. 以下の内容でレポートを作成する。
レポート名：関連図
テンプレート：関連図
スタイル：共通
論理モデル：関連図モデル
表示項目：全項目
ID：ID
親ID：親ID
表示名：表示名
判別数値：売上金額
閾値１：10000000
閾値２：40000000
ポップアップ：売上金額、コスト、利益率

3. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。
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演習: ROLAPレポートの作成（条件設定）

演習: ROLAPレポートの作成（条件設定）

1. ツリー画面から［レポート管理］－［ROLAPレポート作成］を選択して、 [ROLAPレポート作成－レポート選
択(1/4)]画面を開く。

2. 以下の内容でレポートを作成する。
レポート名：条件設定（製品）
テンプレート：条件設定
スタイル：ブルー
論理モデル：条件設定用モデル
表示項目：製品クラスID、製品クラス名、製品ファミリーID、製品ファミリー名
条件１（１つ目）：ID＝製品クラスID、名前＝製品クラス名
条件１（２つ目）：ID＝製品ファミリーID、名前＝製品ファミリー名
条件１（３つ目）：ID＝製品ID、名前＝製品名

3. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。
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ポータルレポートの作成

ポータルレポートとは

ROLAPレポートや外部のインターネットサイトをウィンドウへ表示し、ポータルサイトと

して利用できるレポート

ポータルレポートの作成の流れ

　1.ポータルレポートの設定

　2.レポート名とフォルダの指定

ポータルレポートの作成

ポータルレポートとは

・ROLAPレポートや外部のインターネットサイトをウィンドウへ表示し、ポータルサイトとして利用

　できるレポート

ポータルレポートの作成の流れ

　1.ポータルレポートの設定

　　　 [ポータルレポート作成－レポート設定(1/2)]画面で、ウィンドウを作成する。

　2.レポート名とフォルダの指定

　　　[ポータルレポート作成－保存(2/2)]画面で、レポートを保存する。
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【ポータルレポート作成】ステップ１：レポートの作成

ダブルクリック

【ポータルレポート作成】 ステップ１: レポートの作成

ポータルレポートに表示するウィンドウを追加する。

1. ツリー画面から［レポート管理］－ [ポータルレポート作成］を選択して、［ポータルレポート作成－レポート設
定(1/2)］画面を開く。

2. [新規作成]ツールボタンをクリックして、新しいウィンドウを追加する。

3. ウィンドウのタイトルバーをダブルクリックして、[ウィンドウのプロパティ]サブ画面を表示する。

4. URLの入力、またはROLAPレポートを選択して、[OK]ボタンをクリックする。

5. 同様にしてウィンドウと追加し、[次へ]ボタンをクリックする。
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【ポータルレポート作成】
ステップ２： レポート名とフォルダの指定

【ポータルレポート作成】ステップ２：レポート名とフォルダの指定

レポートの格納先フォルダとレポート名を指定する。

1. ［レポート名］ボックスにレポート名を入力する（最大桁数：30）。

＊既存レポートと名前が重複してもよい。
＊＊以下の文字列は使用できない。これ以降の入力項目も同様。
　　　　丸囲み文字（例：①など）、「<」、「>」、「&」、「‘」

2. ［保存先のフォルダ］ボックスからレポートを格納したいフォルダを選択する。

3. ［完了］ボタンをクリックする。
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演習: ポータルレポートの作成

演習: ポータルレポートの作成

1. ツリー画面から［レポート管理］－［ポータルレポート作成］を選択して、 [ポータルレポート作成－レポート設

定(1/2)]画面を開く。

2. ウィンドウを追加して、外部URLやROLAPレポートを選択し、以下の名称で保存する。

レポート名：売上ポータル
保存場所：レポート/営業部

3. ツリー画面から作成したレポートを選択して、内容を確認する。
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第第33章章: : フォルダ・レポートの管理フォルダ・レポートの管理
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フォルダ・レポートの管理

フォルダツリーフォルダツリー フォルダメンバーリストフォルダメンバーリスト

フォルダ・レポートの管理

レポート検索を効率的にするためにフォルダを作成したり、格納済みのレポートをフォルダに割り当てなおすな
ど、エクスプローラ風の操作でフォルダとレポートを管理することができる。また、MOLAPレポートと条件設定レ

ポートにはドリルスルー設定を行うことができる。
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フォルダの作成

フォルダ作成

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して［フォルダ・レポートの管理］画面を表
示する。

2. 新しいフォルダが所属することになる親フォルダをフォルダツリー上でクリックしてから、フォルダメンバーリ
ストの空白部分で右クリックしてポップアップメニューから［追加］をクリックする。

3. ダイアログボックスが表示されるので、［名前］ボックスにフォルダの名称を入力して、［OK］ボタンをクリック
する（最大文字数：30）。

＊既存フォルダと名前が重複してもよい。

4. 親フォルダ内で昇順にフォルダが作成される。
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フォルダ・レポートの名称変更

フォルダ・レポートの名称変更

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して［フォルダ・レポートの管理］画面を表
示する。

2. 名前を変更したいフォルダまたはレポートをフォルダメンバーリスト上で右クリックしてポップアップメニュー
から［名前の変更］をクリックする。

3. ダイアログボックスが表示されるので、新しい名称を入力して［OK］ボタンをクリックする（最大文字数：30）

。
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フォルダ・レポートの移動

ドラッグ＆ドロップ

フォルダ・レポートの移動

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して［フォルダ・レポートの管理］画面を表示
する。

2. 移動させたいフォルダまたはレポートをクリックして、移動先のフォルダへドラッグ＆ドロップする。
フォルダは以下の操作が可能。
　・フォルダツリーからフォルダツリーへ移動
　・フォルダツリーからフォルダメンバー一覧へ移動
　・フォルダメンバー一覧からフォルダメンバー一覧へ移動
レポートは以下の操作が可能。
　・フォルダメンバー一覧からフォルダメンバー一覧へ移動

＊フォルダまたはレポートを複数選択して移動させることも可能。
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フォルダ・レポートの削除

フォルダ・レポートの削除

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して［フォルダ・レポートの管理］画面を表
示する。

2. 削除したいフォルダまたはレポートをフォルダメンバーリスト上で右クリックしてポップアップメニューから［削
除］をクリックする。

＊フォルダ内にレポートまたはフォルダが格納されている場合は同時に削除され、この削除を取り消すことはで
きない。フォルダ内に必要なレポートが残っていないか十分に確認してからフォルダを削除すること。



OpenOLAP Report Designerトレーニングマニュアル

34

34

演習：フォルダ・レポートの管理

演習：フォルダ・レポートの管理

1. ツリー画面から［レポート管理］－［フォルダ・レポート管理］を選択して、［フォルダ・レポート管理］画面を開く。

2. フォルダツリーの「フォルダ・レポート管理」の直下に以下のフォルダを作成する。
フォルダ名：テスト

3. 「テスト」フォルダを以下の名前に変更する。
フォルダ名：テスト２

4. 「テスト２」フォルダを「営業部」フォルダの下に移動する。

5. 「売上分析」レポートを「レポート」フォルダから「経理部」フォルダへ移動する。

6. 「テスト２」フォルダを削除する。
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ドリルスルー設定

OpenOLAPでのドリルスルー

MOLAPレポートからのドリルスルー

MOLAPレポートから詳細が格納されているROLAPレポートを表示

条件設定レポートからのドリルスルー

条件設定レポートで条件を指定してROLAPレポートのデータを表示

ドリルスルーの設定手順

　1. ドリルスルー先レポート用のROLAPモデルを作成する

　2.ドリルスルー元のMOLAPレポート/条件設定レポートを作成する

　3.ドリルスルー元レポートにドリルスルー先レポートの設定をする

ドリルスルー設定

ドリルスルーとは

OpenOLAPでは、以下の操作をドリルスルーと呼ぶ。

• MOLAPレポートからのドリルスルー
MOLAPレポートから詳細が格納されているROLAPレポートを指定して表示する

• 条件設定レポートからのドリルスルー
条件レポートで条件を指定して、ROLAPレポートのデータを表示する

ドリルスルー設定の流れ

　1.ドリルスルー先レポート用のROLAPモデルを作成する

　　　＊ROLAPモデルの作成方法詳細については、『OpenOLAP Mode Designerマニュアル』を参照のこと。

　2.ドリルスルー元のMOLAPレポート/条件設定レポートを作成する
＊MOLAPレポート／の作成方法詳細については、『OpenOLAP Report Designerマニュアル』を参照のこ

と。

　3.ドリルスルー元レポートにドリルスルー先レポートの設定をする

　　[レポート管理]－[フォルダ・レポート管理]画面でドリルスルー設定を行う。
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ドリルスルーの設定　－　MOLAPレポート　－

使用条件を指定

ドリルスルーしたい
セルで右クリック

ドリルスルーの設定　－MOLAPレポート－

1. ドリルスルー先のROLAPレポートを作成する。
＊ 条件項目にMOLAPレポートから変数を受け取るカラムを追加すること。

2. ツリー画面から[レポート管理]－[フォルダ・レポート管理]を選択して、[フォルダ・レポート管理]画面を表示す

る。

3. フォルダメンバーリスト内のドリルスルー元となるMOLAPレポートをダブルクリックして、[ドリルスルー設定]
サブ画面を表示する。

4. [ドリルスルー設定1]の[ドリルスルー先レポート]リストボックスからドリルスルーするROLAPレポートを選択

する。

5. MOLAPレポートのディメンションから変数を受け取るカラムを選択する。

6. さらにドリルスルー先のROLAPレポートがある場合は、[ドリルスルー先レポートの追加]ボタンをクリックし
て、同様に設定し、[OK]ボタンをクリックする。

7. ツリー画面からドリルスルー設定をしたMOLAPレポートを選択してレポートを表示する。

8. MOLAPレポートのデータセルを右クリックして、ポップアップメニューからドリルスルー先レポートを選択す

る。

9. サブ画面にドリルスルー先レポートが表示される。
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演習：ドリルスルーの設定　－　MOLAPレポート　－

演習：ドリルスルーの設定　－MOLAPレポート－

1. ドリルスルー先のROLAPレポートを以下の通り作成する。
レポート名：売上明細レポート（MOLAP用）

テンプレート：単純表
スタイル：ブルー１
論理モデル：売上分析モデル
表示項目：時間、チャネル名、製品名、売上金額
条件項目：チャネルID、時間

セルの結合：結合しない

2. ツリー画面から[レポート管理]－[フォルダ・レポート管理]を選択して、[フォルダ・レポート管理]画面を表示す

る。

3. フォルダメンバーリスト内の“売上分析”MOLAPレポートをダブルクリックして、[ドリルスルー設定]サブ画面

を表示する。

4. [ドリルスルー設定1]に以下の通り設定する。
ドリルスルー先レポート：“売上明細レポート（MOLAP用）”
引き渡すことができるパラメータ：チャネル ドリルスルーで使用する条件：チャネルID

5. ツリー画面から“売上分析”MOLAPレポートを選択してレポートを表示する。

6. データセルを右クリックして、ポップアップメニューから“売上明細レポート（MOLAP用）”を選択する。

7. サブ画面にドリルスルー先レポートが表示される。
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ドリルスルーの設定　－　条件設定レポート　－

使用条件を指定

条件を指定して[検索]
ボタンをクリック

ドリルスルーの設定　－条件設定レポート－

1. ドリルスルー先のROLAPレポートを作成する。
＊ 条件項目にMOLAPレポートから変数を受け取るカラムを追加すること。

2. ドリルスルー元の条件設定レポートを作成する。

3. ツリー画面から[レポート管理]－[フォルダ・レポート管理]を選択して、[フォルダ・レポート管理]画面を表示す

る。

4. フォルダメンバーリスト内のドリルスルー元となる条件設定レポートをダブルクリックして、[ドリルスルー設定
]サブ画面を表示する。

5. [ドリルスルー設定1]の[ドリルスルー先レポート]リストボックスからドリルスルーするROLAPレポートを選択

する。
＊　条件設定レポートに設定できるドリルスルー先レポートは1つのみ

6. 条件設定レポートから変数を受け取るカラムを選択して、[OK]ボタンをクリックする。

7. ツリー画面からドリルスルー設定をした条件設定レポートを選択して検索条件画面を表示する。

8. 検索条件のリストボックスから条件を選択して、[検索]ボタンをクリックする。

9. 画面下部にドリルスルー先レポートが表示される。
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演習：ドリルスルーの設定　－　条件設定レポート　－

演習：ドリルスルーの設定　－条件設定レポート－

1. ドリルスルー先のROLAPレポートを以下の通り作成する。

レポート名：売上明細レポート（条件設定用）
テンプレート：単純表
スタイル：ブルー１
論理モデル：売上分析モデル
表示項目：時間、チャネル名、製品名、売上金額
条件項目：製品ID、時間

セルの結合：結合しない

2. ツリー画面から[レポート管理]－[フォルダ・レポート管理]を選択して、[フォルダ・レポート管理]画面を表示す

る。

3. フォルダメンバーリスト内の“条件設定（製品）” をダブルクリックして、[ドリルスルー設定]サブ画面を表示す

る。

4. [ドリルスルー設定1]に以下の通り設定する。
ドリルスルー先レポート：“売上明細レポート（条件設定用）”
変数を受け取るカラム：製品ID

5. ツリー画面から“条件設定（製品）” レポートを選択してレポートを表示する。

6. 条件設定をしてから[検索]ボタンをクリックする。

7. 画面下部にドリルスルー先レポートが表示される。
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第第44章章: : ユーザーとグループユーザーとグループ
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ユーザーとグループ

○○グループへの所属

○個人レポート、共通フォルダの作成

○○○共通レポートの参照

○共通レポート、共通フォルダの作成

○グループの権限設定

○ユーザー、グループの作成

ゲスト一般ユーザー管理者

ユーザーとグループ

OpenOLAP Report Designer、OpenOLAP Viewerを使用するユーザーやグループを作成し、ユーザーや

グループにはレポートの参照権限やエクスポート形式を個別に指定したり、ユーザーをグループに所属させ

て一元管理することができる。
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ユーザーの作成

ユーザーの作成

1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［ユーザー］を選択して［ユーザー］画面を表示する。

2. ユーザーリスト上で右クリックしてポップアップメニューを表示させ、[新規作成]をクリックする。

3. [ユーザー情報]画面が表示されるので、以下の情報を入力する。
ユーザー名：ユーザー名（最大桁数：30）
パスワード：パスワード（最大桁数：30）

ユーザーの種類：管理者、一般ユーザー、ゲストのいずれかから選択
エクスポート形式：XMLSpreadSheetまたはCSVから選択
コメント：コメント（最大桁数：50）

利用可能／選択グループ：利用可能グループからユーザーが属するグループを選択する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ グループを１つも選択しない場合はユーザーはレポートを参照することが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できなくなるため、注意すること

4. [作成]ボタンをクリックする。

5. [OK]ボタンをクリックして、ユーザーの追加を確定する。
＊　[OK]ボタンをクリックしないと作成したユーザーの情報は保存されない。



OpenOLAP Report Designerトレーニングマニュアル

43

43

演習：ユーザーの作成

演習：ユーザーの作成

1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［ユーザー］を選択して［ユーザー］画面を表示する。

2. ユーザーリスト上で右クリックしてポップアップメニューを表示させ、[新規作成]をクリックする。

3. [ユーザー情報]画面が表示されるので、以下の情報を入力する。
ユーザー名：Sample
パスワード：Sample
ユーザーの種類：一般ユーザー
エクスポート形式：XMLSpreadSheet
選択グループ：User_Group

4. [OK]ボタンをクリックして、ユーザーの追加を確定する。
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グループの作成

グループの作成

1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［グループ］を選択して［グループ］画面を表示する。

2. グループリスト上で右クリックしてポップアップメニューを表示させ、[新規作成]をクリックする。

3. [グループ情報]画面が表示されるので、以下の情報を入力する。
グループ名：グループ名（最大桁数：30）
コメント：コメント（最大桁数：50）

利用可能／選択ユーザー：利用可能ユーザーからグループに所属させるユーザーを選択する。

4. [作成]ボタンをクリックする。

5. [OK]ボタンをクリックして、グループの追加を確定する。
＊　[OK]ボタンをクリックしないと作成したグループの情報は保存されない。
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演習：グループの作成

演習：グループの作成

1. ツリー画面から［ユーザーとグループ］－［グループ］を選択して［グループ］画面を表示する。

2. グループリスト上で右クリックしてポップアップメニューを表示させ、[新規作成]をクリックする。

3. [グループ情報]画面が表示されるので、以下の情報を入力する。
グループ名：Sample_Group
選択ユーザー：Sample

4. [OK]ボタンをクリックして、グループの追加を確定する。
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第第55章章: : 権限設定権限設定
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権限設定

権限設定

OpenOLAP Report Designer、OpenOLAP Viewerを使用するユーザーやグループを作成し、ユーザーや

グループにはレポートの参照権限やエクスポート形式を個別に指定したり、ユーザーをグループに所属させ

て一元管理することができる。
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権限の設定方法

参照可・エクスポート可のもの
はチェック

グループごとに設定

権限の設定方法

1. ツリー画面の［権限設定］から権限を設定したいグループを選択して[権限設定］画面を表示する。

2. レポートリスト上で各フォルダおよびレポートの権限を設定する。
参照：フォルダおよびレポートの参照が可能な場合チェック
エクスポート：レポートのエクスポートが可能な場合チェック

3. [OK]ボタンをクリックして、権限設定を確定させる。
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演習：権限の設定方法

参照可・エクスポート可のもの
はチェック

グループごとに設定

演習：権限の設定方法

1. ツリー画面の［権限設定］から“Sample_Group”を選択して[権限設定］画面を表示する。

2. レポートリスト上で以下の権限を設定する。
営業部/売上分析レポート：エクスポート不可
営業部/売上ポータル：参照不可

総務部フォルダ：参照不可

3. OpenOLAP Viewerに“Sample”ユーザーでログインし、権限の設定を確認する。
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